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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるアップリンクトランスポートブロック（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ
　ｂｌｏｃｋ）を送信する方法において、
　端末が、基地局から半静的（ｓｅｍｉ－ｓｔａｔｉｃ）にスケジューリングされる第１
のグラントフリー（ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ）アップリンクリソースに対する割当情報を受
信するステップと、
　前記端末が、第１の参照信号を使用して前記第１のグラントフリーアップリンクリソー
スを介して第１のトランスポートブロックを繰り返し送信するステップと、
　前記端末が、前記第１のトランスポートブロックの送信が完了する前に第２の参照信号
を使用して第２のトランスポートブロックを送信するステップと、を含み、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第１の参照信号から前記第２の参照信号へ
の変更を介して前記第１のトランスポートブロックと区別され、
　前記第２のトランスポートブロックが送信される時、前記第１のトランスポートブロッ
クは、それ以上送信されない、または前記第２のトランスポートブロックと同時に送信さ
れる、方法。
【請求項２】
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリーアップリンクリソー
スを介して送信され、
　前記第２の参照信号のシーケンスは、前記第１の参照信号のシーケンスと異なる、請求
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項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のトランスポートブロックの最初送信時点は、前記基地局により前記第１の参
照信号を使用して確認され、
　前記繰り返し送信された第１のトランスポートブロックは、前記基地局により結合して
復号され、
　前記第２のトランスポートブロックの最初送信時点は、前記基地局により前記第２の参
照信号を使用して確認され、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記基地局により前記第１のトランスポートブ
ロックと結合せずに復号される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末が、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参照
信号に対する割当情報を受信するステップをさらに含み、
　前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参照信号に対する割当情報は、Ｒ
ＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリングを介して受信され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記端末が、前記基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフリーア
ップリンクリソースに対する割当情報を受信するステップをさらに含み、
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソースに対する割当情報及び前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースに対する割当情報は、ＲＲＣシグナリングを介して受信
され、
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前記第２のグラントフリーアップ
リンクリソースは、周波数ホッピング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）され、
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソースの周期の開始時点及び前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースの周期の開始時点は、互いに異なり、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第２の参照信号を使用して前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースを介して送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のトランスポートブロックが送信される時、前記端末が、スケジューリング要
求（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）またはプリアンブルを追加で送信するステ
ップをさらに含み、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記前記スケジューリング要求または前記プリ
アンブルを介して前記第１のトランスポートブロックと区別される、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　前記端末が、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参照
信号に対する割当情報を受信するステップ、または、
　前記端末が、前記第１の参照信号及び前記第２の参照信号を任意に選択するステップを
さらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のトランスポートブロックの復号が失敗する場合、前記端末が、前記基地局か
らアップリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）を受信するステップと、
　前記端末が、前記アップリンクグラントに基づいて前記第１のトランスポートブロック
を再送信するステップと、をさらに含み、
　前記第２のトランスポートブロックが送信され、または前記アップリンクグラントが受
信される場合、前記第１のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリーアップ
リンクリソースを介してそれ以上送信されない、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記端末が、前記基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフリーア
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ップリンクリソースに対する割当情報を受信するステップをさらに含み、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第２の参照信号を使用して前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースを介して送信され、
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前記第２のグラントフリーアップ
リンクリソースは、互いに異なるサブフレームに割り当てられる、請求項６に記載の方法
。
【請求項１０】
　無線通信システムにおけるアップリンクトランスポートブロック（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ
　ｂｌｏｃｋ）を送信する端末において、
　無線信号を送信または受信するＲＦ部と、
　前記ＲＦ部を制御するプロセッサと、を含み、前記プロセッサは、
　基地局から半静的（ｓｅｍｉ－ｓｔａｔｉｃ）にスケジューリングされる第１のグラン
トフリー（ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ）アップリンクリソースに対する割当情報を受信し、
　前記端末が、第１の参照信号を使用して前記第１のグラントフリーアップリンクリソー
スを介して第１のトランスポートブロックを繰り返し送信し、及び
　前記端末が、前記第１のトランスポートブロックの送信が完了する前に第２の参照信号
を使用して第２のトランスポートブロックを送信し、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第１の参照信号から前記第２の参照信号へ
の変更を介して前記第１のトランスポートブロックと区別され、
　前記第２のトランスポートブロックが送信される時、前記第１のトランスポートブロッ
クは、それ以上送信されない、または前記第２のトランスポートブロックと同時に送信さ
れる、端末。
【請求項１１】
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリーアップリンクリソー
スを介して送信され、
　前記第２の参照信号のシーケンスは、前記第１の参照信号のシーケンスと異なる、請求
項１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記第１のトランスポートブロックの最初送信時点は、前記基地局により前記第１の参
照信号を使用して確認され、
　前記繰り返し送信された第１のトランスポートブロックは、前記基地局により結合して
復号され、
　前記第２のトランスポートブロックの最初送信時点は、前記基地局により前記第２の参
照信号を使用して確認され、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記基地局により前記第１のトランスポートブ
ロックと結合せずに復号される、請求項１０に記載の端末。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２
の参照信号に対する割当情報を受信し、
　前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参照信号に対する割当情報は、Ｒ
ＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリングを介して受信され
る、請求項１０に記載の端末。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフ
リーアップリンクリソースに対する割当情報を受信し、
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソースに対する割当情報及び前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースに対する割当情報は、ＲＲＣシグナリングを介して受信
され、
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前記第２のグラントフリーアップ
リンクリソースは、周波数ホッピング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）され、
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　前記第１のグラントフリーアップリンクリソースの周期の開始時点及び前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースの周期の開始時点は、互いに異なり、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第２の参照信号を使用して前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースを介して送信される、請求項１０に記載の端末。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記第２のトランスポートブロックが送信される時、スケジューリ
ング要求（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）またはプリアンブルを追加で送信し
、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記前記スケジューリング要求または前記プリ
アンブルを介して前記第１のトランスポートブロックと区別される、請求項１０に記載の
端末。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２
の参照信号に対する割当情報を受信し、または
　前記プロセッサは、前記第１の参照信号及び前記第２の参照信号を任意に選択する、請
求項１５に記載の端末。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、前記第１のトランスポートブロックの復号が失敗する場合、前記基
地局からアップリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）を受信し、及び
　前記プロセッサは、前記アップリンクグラントに基づいて前記第１のトランスポートブ
ロックを再送信し、
　前記第２のトランスポートブロックが送信され、または前記アップリンクグラントが受
信される場合、前記第１のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリーアップ
リンクリソースを介してそれ以上送信されない、請求項１５に記載の端末。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフ
リーアップリンクリソースに対する割当情報を受信し、
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第２の参照信号を使用して前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースを介して送信され、
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前記第２のグラントフリーアップ
リンクリソースは、互いに異なるサブフレームに割り当てられる、請求項１５に記載の端
末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるグラントフリー
ベースのアップリンクデータを送信する方法及びこれを使用した機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは、音声やデータなどのような多様な種類の通信サービスを提供する
ために広範囲に展開している。無線通信システムの目的は、多数の端末が位置と移動性に
関係なく信頼できる（ｒｅｌｉａｂｌｅ）通信が可能にすることにある。
【０００３】
　次世代移動通信システムの要求条件は、大いに、爆発的なデータトラフィックの収容、
ユーザ当たり送信率の画期的な増加、大幅増加された連結デバイス個数の収容、非常に低
い端対端遅延（Ｅｎｄ－ｔｏ－Ｅｎｄ　Ｌａｔｅｎｃｙ）、高エネルギ効率がサポート可
能でなければならない。そのために、二重接続性（Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ
）、大規模多重入出力（Ｍａｓｓｉｖｅ　ＭＩＭＯ：Ｍａｓｓｉｖｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ
　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）、全二重（Ｉｎ－ｂａｎｄ　Ｆｕｌｌ
　Ｄｕｐｌｅｘ）、非直交多重接続（ＮＯＭＡ：Ｎｏｎ－Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｍｕｌ
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ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、超広帯域（Ｓｕｐｅｒ　ｗｉｄｅｂａｎｄ）サポート、端
末ネットワーキング（Ｄｅｖｉｃｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ）等、多様な技術が研究され
ている。
【０００４】
　基地局は、スケジューリングを介してセル内の端末毎に無線リソースを適切に割り当て
る。端末は、割当を受けた無線リソースを利用して基地局に制御情報を送信し、またはユ
ーザデータを送信することができる。しかし、制御情報転送方式とユーザデータ送信方式
は異なることがある。また、制御情報のための無線リソース割当方式とユーザデータのた
めの無線リソース割当方式も異なることがある。したがって、制御情報のための無線リソ
ースとユーザデータのための無線リソースは互いに異なることがある。基地局は、制御情
報のために予約された無線リソースとユーザデータのために予約された無線リソースとを
区分して管理できる。
【０００５】
　移動通信システムではリソース活用を最大化するために基地局スケジューリングベース
のリソース割当過程を介してデータを送受信し、これは端末のアップリンクデータ送信の
遅延（ｌａｔｅｎｃｙ）を増加させる原因となることができる。したがって、端末の遅延
を最小化するための多重レベルスケジューリング要求を実行する方法が提案される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本明細書は、無線通信システムにおけるグラントフリーベースのアップリンクデータを
送信する方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本明細書は、無線通信システムにおけるグラントフリーベースのアップリンクデータを
送信する方法及び装置を提案する。
【０００８】
　前記装置は、無線信号を送信及び受信するＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部
及び前記ＲＦ部に連結されるプロセッサを含む。
【０００９】
　本実施例は、端末が事前にスケジューリングされたｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソー
スを介してアップリンクトランスポートブロックを繰り返し送信する場合を仮定する。こ
のとき、基地局が、繰り返し送信されたトランスポートブロックを結合して復号するため
にはトランスポートブロックの最初送信時点を知らなければならない。本実施例は、端末
が基地局にトランスポートブロックの最初送信時点を知らせる多様な実施例を含む。
【００１０】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信は、アップリンクグラント無しでアップリンクデータ
を送信する方式に対応できる。したがって、アップリンクグラントベースのアップリンク
送信方式よりは速くデータを送信することができるとう長所がある。また、Ｇｒａｎｔ－
ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、端末共通リソースであって、互いに異なる端末が同じリソー
スで同時に信号を送信して衝突現象が発生できる。しかし、本実施例では一つの端末が信
号を送信する場合を仮定する。
【００１１】
　まず、端末は、基地局から半静的（ｓｅｍｉ－ｓｔａｔｉｃ）にスケジューリングされ
る第１のグラントフリー（ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ）アップリンクリソースに対する割当情
報を受信する。このとき、端末は、一つのグラントフリーアップリンクリソースの割当を
受けた場合を仮定することができる。
【００１２】
　端末は、第１の参照信号を使用して前記第１のグラントフリーアップリンクリソースを
介して第１のトランスポートブロックを繰り返し送信する。
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【００１３】
　端末は、前記第１のトランスポートブロックの送信が完了する前に第２の参照信号を使
用して第２のトランスポートブロックを送信する。端末は、前記第１のトランスポートブ
ロックの送信が完了する前に第２のトランスポートブロックを送信することができるため
、第１のトランスポートブロックを繰り返し送信して第１のトランスポートブロックに対
する応答信号（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号）を受信するために待機する時間にも、第２のトラ
ンスポートブロックを送信することができる。このとき、第１の参照信号及び第２の参照
信号は、ＤＭＲＳ（ＤｅＭｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）に
対応できる。
【００１４】
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリーアップリンクリソー
スを介して送信されることができる。前記第２の参照信号のシーケンスは、前記第１の参
照信号のシーケンスと異なることがある。したがって、前記第２のトランスポートブロッ
クは、前記第１の参照信号から前記第２の参照信号への変更を介して前記第１のトランス
ポートブロックと区別される。即ち、端末は、第１のトランスポートブロックと異なる第
２のトランスポートブロックが送信されることを基地局に知らせるために第１のグラント
フリーアップリンクリソース内で第１の参照信号（第１の参照信号のシーケンス）を第２
の参照信号（第２の参照信号のシーケンス）に変更できる。
【００１５】
　また、前記第２のトランスポートブロックが送信される時、前記第１のトランスポート
ブロックは、それ以上送信されない、または前記第２のトランスポートブロックと同時に
送信されることができる。第１のトランスポートブロックと第２のトランスポートブロッ
クは、互いに異なる参照信号を使用するため、同じリソースを介して同時に送信されるこ
とができる。
【００１６】
　また、端末は、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参
照信号に対する割当情報を受信することができる。前記第１の参照信号に対する割当情報
及び前記第２の参照信号に対する割当情報は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリングを介して受信されることができる。前記割当情報は、新し
いトランスポートブロックが送信される時、参照信号がどのように変化されるかに対する
規則を含むことができる。
【００１７】
　また、端末は、基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフリーアッ
プリンクリソースに対する割当情報を受信することができる。このとき、端末は、複数の
グラントフリーアップリンクリソースの割当を受けた場合を仮定することができる。
【００１８】
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソースに対する割当情報及び前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースに対する割当情報は、ＲＲＣシグナリングを介して受信
されることができる。
【００１９】
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前記第２のグラントフリーアップ
リンクリソースの各々は、周期的に割り当てられ、周波数ホッピング（ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）されることができる。前記第１のグラントフリーアップリンクリソ
ースの周期の開始時点及び前記第２のグラントフリーアップリンクリソースの周期の開始
時点は、互いに異なることがある。このとき、前記第２のトランスポートブロックは、前
記第２の参照信号を使用して前記第２のグラントフリーアップリンクリソースを介して送
信されることができる。
【００２０】
　他の実施例として、前記第２のトランスポートブロックが送信される時、端末は、スケ
ジューリング要求（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）またはプリアンブルを追加
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で送信することができる。このとき、前記第２のトランスポートブロックは、前記前記ス
ケジューリング要求または前記プリアンブルを介して前記第１のトランスポートブロック
と区別されることができる。
【００２１】
　端末は、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参照信号
に対する割当情報を受信することができる。この場合、端末は、前記第１の参照信号及び
前記第２の参照信号を任意に選択することもできる。
【００２２】
　前記第１のトランスポートブロックの復号が失敗する場合、端末は、前記基地局からア
ップリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）を受信することができる。端末は、前
記アップリンクグラントに基づいて前記第１のトランスポートブロックを再送信すること
ができる。前記第２のトランスポートブロックが送信され、または前記アップリンクグラ
ントが受信される場合、前記第１のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリ
ーアップリンクリソースを介してそれ以上送信されない。即ち、第１のトランスポートブ
ロックは、前記第１のグラントフリーアップリンクリソースを介して初期送信または繰り
返し送信されることができた。しかし、端末が再送信のためのアップリンクグラントを受
信すると、端末は、アップリンクグラントでスケジューリングされたリソースを介して第
１のトランスポートブロックを再送信し、または繰り返し送信できる。
【００２３】
　また、端末は、前記基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフリー
アップリンクリソースに対する割当情報を受信することができる。前記第２のトランスポ
ートブロックは、前記第２の参照信号を使用して前記第２のグラントフリーアップリンク
リソースを介して送信されることができる。前記第１のグラントフリーアップリンクリソ
ース及び前記第２のグラントフリーアップリンクリソースは、互いに異なるサブフレーム
に割り当てられることができる。前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前
記第２のグラントフリーアップリンクリソースが互いに同じサブフレームに割り当てられ
ると、端末が第１のトランスポートブロックと第２のトランスポートブロックを送信する
時に使用することができる最大電力が制限されるためである。
【００２４】
　下記では、端末が基地局に第１のトランスポートブロック及び第２のトランスポートブ
ロックの最初送信時点を知らせた以後に基地局での動作を説明する。
【００２５】
　具体的に、前記第１のトランスポートブロックの最初送信時点は、前記基地局により前
記第１の参照信号を使用して確認されることができる。前記第２のトランスポートブロッ
クの最初送信時点は、前記基地局により前記第２の参照信号を使用して確認されることが
できる。基地局は、参照信号が第１の参照信号から第２の参照信号へ変化されたことを介
して新しいトランスポートブロックが受信されたことを把握することができる。
【００２６】
　それによって、前記繰り返し送信された第１のトランスポートブロックは、前記基地局
により結合して復号されることができる。基地局は、復号を実行するために繰り返し送信
された第１のトランスポートブロックを全て結合しなければならない。前記第２のトラン
スポートブロックは、前記基地局により前記第１のトランスポートブロックと結合せずに
復号される。基地局が第２の参照信号を介して第１のトランスポートブロックと第２のト
ランスポートブロックを区別することができるため、第２のトランスポートブロックは、
第１のトランスポートブロックと別途に復号されることができる。
【発明の効果】
【００２７】
　提案する技法を利用すると、端末がｇｒａｎｔベースのリソースとｇｒａｎｔ－ｆｒｅ
ｅリソースを利用したアップリンク送信を選択的に実行することによって送信信号の信頼
度を高めることができる。また、基地局に繰り返し送信の開始時点を知らせることによっ
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て、基地局の複雑度を低くしてアップリンク信号の結合利得を得ることができるようにす
るという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本明細書が適用される無線通信システムを示す。
【図２】ユーザ平面に対する無線プロトコル構造を示すブロック図である。
【図３】制御平面に対する無線プロトコル構造を示すブロック図である。
【図４】動的無線リソース割当方式を説明するための図面である。
【図５】半静的スケジューリング方式を説明するための図面である。
【図６】ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレーム構造を示す。
【図７】ＵＲＬＬＣデータとｅＭＢＢデータが同じセルの同じ周波数リソースで多重化さ
れて送信される場合、リソース活用の一例を示す。
【図８】本明細書の実施例によってｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの割当を受けた
端末がＵＬ　ｇｒａｎｔを受信する一例を示す。
【図９】本明細書の実施例に係るｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを介してアップリ
ンクトランスポートブロックを送信する手順を示す。
【図１０】本明細書の実施例が具現される機器を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ－ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などのような多様
な無線通信システムに使われることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような
無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）で具現されることができる。ＴＤＭＡは
、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）
／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔ
ｉｏｎ）のような無線技術で具現されることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ８０２．
１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２－２０、Ｅ
－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術で具現されることができ
る。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏ
ｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＥ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ）
の一部であり、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採
用する。
【００３０】
　説明を明確にするために、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを中心に記述するが、本発明
の技術的思想がこれに制限されるものではない。
【００３１】
　図１は、本発明が適用される無線通信システムを示す。これはＥ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、またはＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）／ＬＴＥ－Ａシステ
ムとも呼ばれる。
【００３２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）１０に制御平面（ｃ
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ｏｎｔｒｏｌ　ｐｌａｎｅ）とユーザ平面（ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）を提供する基地局（
Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＳ）２０とを含む。端末１０は、固定されてもよいし、移
動性を有してもよく、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒ
ｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＴ（ｍｏｂｉｌｅ　
ｔｅｒｍｉｎａｌ）、無線機器（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ば
れることもある。基地局２０は、端末１０と通信する固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏ
ｎ）を意味し、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓ
ｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等、他
の用語で呼ばれることもある。
【００３３】
　基地局２０は、Ｘ２インターフェースを介して互いに連結されることができる。基地局
２０は、Ｓ１インターフェースを介してＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒ
ｅ）３０、より詳しくは、Ｓ１－ＭＭＥを介してＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）と連結され、Ｓ１－Ｕを介してＳ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　
Ｇａｔｅｗａｙ）と連結される。
【００３４】
　ＥＰＣ３０は、ＭＭＥ、Ｓ－ＧＷ及びＰ－ＧＷ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ－Ｇａｔｅｗａｙ）で構成される。ＭＭＥは、端末のアクセス情報や端末の能力に対
する情報を有しており、このような情報は、端末の移動性管理に主に使われる。Ｓ－ＧＷ
は、Ｅ－ＵＴＲＡＮを終端点として有するゲートウェイであり、Ｐ－ＧＷは、ＰＤＮを終
端点として有するゲートウェイである。
【００３５】
　端末と基地局との間の無線インターフェースをＵｕインターフェースという。端末とネ
ットワークとの間の無線インターフェースプロトコル（Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の階層は、通信システムで広く知られた開放型システム間相互接続
（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ；ＯＳＩ）基準モデルの下
位３個階層に基づいてＬ１（第１の階層）、Ｌ２（第２の階層）、Ｌ３（第３の階層）に
区分されることができ、このうち、第１の階層に属する物理階層は、物理チャネル（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を利用した情報転送サービス（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供し、第３の階層に位置するＲＲＣ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層は、端末とネットワークとの間に無線リ
ソースを制御する役割を遂行する。そのために、ＲＲＣ階層は、端末と基地局との間にＲ
ＲＣメッセージを交換する。
【００３６】
　図２は、ユーザ平面（ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）に対する無線プロトコル構造（ｒａｄｉ
ｏ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）を示すブロック図である。図３は、
制御平面（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｌａｎｅ）に対する無線プロトコル構造を示すブロック図
である。ユーザ平面は、ユーザデータ送信のためのプロトコルスタック（ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　ｓｔａｃｋ）であり、制御平面は、制御信号送信のためのプロトコルスタックである
。
【００３７】
　図２及び図３を参照すると、物理階層（ＰＨＹ（ｐｈｙｓｉｃａｌ）ｌａｙｅｒ）は、
物理チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を利用して上位階層に情報転送サー
ビス（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供する。物理
階層は、上位階層であるＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層と
はトランスポートチャネル（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して連結されて
いる。トランスポートチャネルを介してＭＡＣ階層と物理階層との間にデータが移動する
。トランスポートチャネルは、無線インターフェースを介して、データが、どのように、
どのような特徴に送信されるかによって分類される。
【００３８】
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　互いに異なる物理階層間、即ち、送信機と受信機の物理階層間は、物理チャネルを介し
てデータが移動する。前記物理チャネルは、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式に変調されることがで
き、時間と周波数を無線リソースとして活用する。
【００３９】
　ＭＡＣ階層の機能は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマッピング及び
論理チャネルに属するＭＡＣ　ＳＤＵ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）のトラン
スポートチャネル上に物理チャネルで提供されるトランスポートブロック（ｔｒａｎｓｐ
ｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ）への多重化／逆多重化を含む。ＭＡＣ階層は、論理チャネルを介し
てＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層にサービスを提供する。
【００４０】
　ＲＬＣ階層の機能は、ＲＬＣ　ＳＤＵの連結（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｉｏｎ）、分割（
ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）及び再結合（ｒｅａｓｓｅｍｂｌｙ）を含む。無線ベアラ（
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ；ＲＢ）が要求する多様なＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ）を保障するために、ＲＬＣ階層は、透明モード（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ
　Ｍｏｄｅ、ＴＭ）、非確認モード（Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ、ＵＭ）
及び確認モード（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ、ＡＭ）の三つの動作モードを提
供する。ＡＭ　ＲＬＣは、ＡＲＱ（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ
）を介してエラー訂正を提供する。
【００４１】
　ユーザ平面でのＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ）階層の機能は、ユーザデータの伝達、ヘッダ圧縮（ｈｅａｄｅｒ　ｃｏｍｐ
ｒｅｓｓｉｏｎ）及び暗号化（ｃｉｐｈｅｒｉｎｇ）を含む。制御平面でのＰＤＣＰ（Ｐ
ａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）階層の機能は、制
御平面データの伝達及び暗号化／完全性保護（ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ　ｐｒｏｔｅｃｔｉｏ
ｎ）を含む。
【００４２】
　ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層は、制御平面でのみ定
義される。ＲＲＣ階層は、ＲＢの設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、再設定（ｒｅ－
ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）及び解除（ｒｅｌｅａｓｅ）と関連して論理チャネル、ト
ランスポートチャネル及び物理チャネルの制御を担当する。
【００４３】
　ＲＢは、端末とネットワークとの間のデータ伝達のために、第１の階層（ＰＨＹ階層）
及び第２の階層（ＭＡＣ階層、ＲＬＣ階層、ＰＤＣＰ階層）により提供される論理的経路
を意味する。ＲＢが設定されるとは、特定サービスを提供するために、無線プロトコル階
層及びチャネルの特性を規定し、各々の具体的なパラメータ及び動作方法を設定する過程
を意味する。また、ＲＢは、ＳＲＢ（Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ）とＤＲＢ（Ｄａｔａ　
ＲＢ）の二つに分けられる。ＳＲＢは、制御平面でＲＲＣメッセージを送信する通路とし
て使われ、ＤＲＢは、ユーザ平面でユーザデータを送信する通路として使われる。
【００４４】
　端末のＲＲＣ階層とＥ－ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層との間にＲＲＣ接続（ＲＲＣ　Ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ）がある場合、端末は、ＲＲＣ接続状態（ＲＲＣ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　
ｓｔａｔｅ）になり、そうでない場合、ＲＲＣアイドル状態（ＲＲＣ　ｉｄｌｅ　ｓｔａ
ｔｅ）になる。
【００４５】
　ネットワークから端末にデータを送信するダウンリンクトランスポートチャネルには、
システム情報を送信するＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ユーザトラ
フィックや制御メッセージを送信するダウンリンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）がある。ダウンリンクマルチキャストまたはブロードキャストサービスのトラフィッ
クまたは制御メッセージの場合、ダウンリンクＳＣＨを介して送信されることもでき、ま
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たは別途のダウンリンクＭＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して送信さ
れることもできる。一方、端末からネットワークにデータを送信するアップリンクトラン
スポートチャネルには、初期制御メッセージを送信するＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ユーザトラフィックや制御メッセージを送信するアップリ
ンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）がある。
【００４６】
　トランスポートチャネルの上位にあり、トランスポートチャネルにマッピングされる論
理チャネル（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）には、ＢＣＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＣＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＣＣＨ（
Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＴＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓ
ｔ　トラフィック　Ｃｈａｎｎｅｌ）などがある。
【００４７】
　以下、半静的スケジューリング（Ｓｅｍｉ－Ｓｔａｔｉｃ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）ま
たは半永続的スケジューリング（Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎ
ｇ）に対して説明する。以下では半静的スケジューリングという用語として統一して説明
する。
【００４８】
　次世代無線通信システムでは、多数端末のために半静的スケジューリングが必要である
。次世代無線通信システムでは、多様な産業のＩｏＴ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｏｆ　Ｔｈｉ
ｎｇｓ）サービスが導入されることが予想される。代表的なサービスでは自動車とドロー
ンなどがあり、それらのサービスでは自律走行管理及び事故予防のために位置情報が１０
０ｍｓから１秒単位でアップデートされることが予想される。周期的に位置情報がアップ
デートされる場合は、不必要な制御チャネルのオーバーヘッドを減少させることができる
ようにＳＰＳを適用することが一般的である。
【００４９】
　図４は、動的（または、ダイナミック）無線リソース割当方式を説明するための図面で
ある。図５は、半静的スケジューリング方式を説明するための図面である。
【００５０】
　一般的に、端末が基地局にデータを送信する過程（動的無線リソース割当方式）を図４
を参照すると、次の通りである。まず、端末は、生成されたデータの送信のために必要な
無線リソースを基地局に要求できる（Ｓ４０１）。それによって、基地局は、端末の無線
リソース要求によって制御信号を介して無線リソースを割り当てることができる（Ｓ４０
２）。ＬＴＥシステムにおいて、端末のアップリンクデータ送信のための基地局のリソー
ス割当は、ＰＤＣＣＨを介して送信されるアップリンクグラント（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）形
態で送信されることができる。それによって、端末は、割当を受けた無線リソースを介し
て基地局にデータを送信することができる（Ｓ４０３）。このような端末の無線リソース
要求、基地局のリソース割当及びこれに対応する端末のアップリンクデータ送信は、必要
な場合に繰り返しされることができる（Ｓ４０８－Ｓ４１０）。
【００５１】
　一方、基地局が端末にダウンリンクデータを送信する場合は、ＰＤＣＣＨを介して端末
にダウンリンク割当（ＤＬ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）を送信することで端末に送信された
データがどの無線リソースを介して送信されるかを知らせることができ（Ｓ４０４）、こ
のようなダウンリンク割当メッセージに対応する無線リソースを介して、基地局は、端末
にデータを送信することができる（Ｓ４０５）。このとき、ダウンリンク割当情報転送と
これに対応する無線リソースを介したダウンリンクデータ送信は、同じＴＴＩ（Ｔｒａｎ
ｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内に行われる。また、図４に示すよう
に、このようなダウンリンクデータ送信過程は、繰り返しされることができる。
【００５２】
　半静的スケジューリング技法は、基地局にデータを送信する３ステップ（（１）端末の
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信）で１番目と２番目のステップを省略する方式である。それによって、端末は、このよ
うな無線リソースの設定によって前記説明した１番目と２番目のステップである無線リソ
ースの要求ステップ及び無線リソースの割当ステップ無しでデータを送信する過程を実行
することができる。図５は、このような半静的スケジューリング方式を概念的に示してい
る。即ち、半静的スケジューリング方法では、基地局がＰＤＣＣＨを介して無線リソース
割当情報を毎度送信する必要がない。
【００５３】
　以下、３ＧＰＰ　５Ｇ（Ｎｅｗ　ＲＡＴ）と関連した技術を説明する。
【００５４】
　より多くの通信機器がより大きい通信容量を要求するにつれて、既存のＲＡＴ（ｒａｄ
ｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）に比べて向上したモバイルブロードバンド
（ｍｏｂｉｌｅ　ｂｒｏａｄｂａｎｄ）通信に対する必要性が台頭されている。また、多
数の機器及びモノを連結していつでもどこでも多様なサービスを提供するｍａｓｓｉｖｅ
　ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）も次世代通信で
考慮される主要案件のうち一つである。それだけでなく、信頼度（ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔ
ｙ）及び遅延（ｌａｔｅｎｃｙ）に敏感なサービス／端末を考慮した通信システムデザイ
ンが論議されている。このようにｅＭＢＢ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｍｏｂｉｌｅ　ｂｒｏａ
ｄｂａｎｄ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ｍＭＴＣ（ｍａｓｓｉｖｅ　ＭＴＣ）、Ｕ
ＲＬＬＣ（Ｕｌｔｒａ－Ｒｅｌｉａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｌｏｗ　Ｌａｔｅｎｃｙ　Ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎ）などを考慮した次世代ＲＡＴの導入が論議されており、本明細書で
は、便宜上、該当技術をｎｅｗ　ＲＡＴと呼ぶ。
【００５５】
　以下、説明の便宜のために、ｎｅｗ　ＲＡＴシステムに基づいて提案方式を説明する。
しかし、提案方式が適用されるシステムの範囲は、ｎｅｗ　ＲＡＴシステム外に３ＧＰＰ
　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムなど、他のシステムにも拡張可能である。
【００５６】
　Ｎｅｗ　ＲＡＴシステムは、ＯＦＤＭ送信方式またはこれと類似する送信方式を使用し
、代表的として表１のＯＦＤＭヌメロロジー（ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙ）を有することがで
きる。または、既存のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのヌメロロジーをそのまま適用する一方、より
大きいシステム帯域幅（例えば、１００ＭＨｚ）を有することができる。または、一つの
セルは、複数個のヌメロロジーをサポートすることができる。即ち、互いに異なるヌメロ
ロジーで動作する端末が一つのセル内で共存できる。以下の表１は、ｎｅｗ　ＲＡＴシス
テムのＯＦＤＭパラメータである。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
　以下、ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレーム構造を説明する。
【００５９】
　図６は、ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレーム構造を示す。
【００６０】
　ＴＤＤシステムにおいて、データ送信遅延を最小化するために、ｎｅｗ　ＲＡＴでは図
６のようなｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレーム構造を考慮している。
【００６１】
　図６において、ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレームの前にある領域６１０は、
ＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）伝達のための物
理チャネルＰＤＣＣＨの送信領域を示す。ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレームの
後にある領域６２０は、ＵＣＩ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）伝達のための物理チャネルＰＵＣＣＨの送信領域を示す。ここで、ＤＣＩを介してｅ
ＮＢがＵＥに伝達する制御情報として、端末が知っているべきセル構成（ｃｅｌｌ　ｃｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）に対する情報、ＤＬスケジューリングなどのＤＬ特定情報、そ
して、ＵＬ　ｇｒａｎｔなどのようなＵＬ特定情報などを含む。また、ＵＣＩを介してＵ
ＥがｅＮＢに伝達する制御情報として、ＤＬデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫ
報告、ＤＬチャネル状態に対するＣＳＩ報告、そして、ＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ）などを含む。
【００６２】
　図６において、ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレームの中央にある領域６３０は
、ダウンリンクデータ送信のために物理チャネルＰＤＳＣＨが使われることもでき、アッ
プリンクデータ送信のために物理チャネルＰＵＳＣＨが使われることもできる。このよう
な構造の特徴は、一個のサブフレーム内でＤＬ送信とＵＬ送信が順次進行され、サブフレ
ーム内でＤＬデータを送り、ＵＬ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫも受けることができる。結果的に、
データ送信エラー発生時にデータ再送信までかかる時間を減らすようになって、それによ
って、最終データ伝達の遅延を最小化することができる。
【００６３】
　このようなｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄサブフレーム構造で、基地局とＵＥが、送信
モードから受信モードに転換する過程または受信モードから送信モードに転換する過程の
ための時間差（ｔｉｍｅ　ｇａｐ）が必要である。そのために、ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉ
ｎｅｄサブフレーム構造で、ＤＬからＵＬに転換される時点の一部ＯＦＤＭシンボルがＧ
Ｐ（ｇｕａｒｄ　ｐｅｒｉｏｄ）に設定されるようになる。
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【００６４】
　以下、アナログビームフォーミング（ａｎａｌｏｇ　ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）に対し
て説明する。
【００６５】
　ミリ波（Ｍｉｌｌｉｍｅｔｅｒ　Ｗａｖｅ；ｍｍＷ）では波長が短くなって同じ面積に
多数個のアンテナ要素の設置が可能になる。即ち、３０ＧＨｚ帯域における波長は１ｃｍ
であって、５ｂｙ５ｃｍのパネルに０．５ラムダ（ｌａｍｂｄａ、波長）間隔に２次元配
列形態で総１００個のアンテナ要素設置が可能である。したがって、ｍｍＷでは多数個の
アンテナ要素を使用してＢＦ（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）利得を高めてカバレッジを増加
させ、またはスルーフット（ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）を高めようとする。
【００６６】
　この場合、アンテナ要素別に送信パワー及び位相調節が可能にＴＸＲＵ（Ｔｒａｎｓｃ
ｅｉｖｅｒ　Ｕｎｉｔ）を有すると、周波数リソース別に独立的なビームフォーミングが
可能である。しかし、１００余個のアンテナ要素の全てにＴＸＲＵを設置するには価格側
面で実効性が低下させる問題を有するようになる。したがって、一つのＴＸＲＵに多数個
のアンテナ要素をマッピングし、アナログ移相器（ａｎａｌｏｇ　ｐｈａｓｅ　ｓｈｉｆ
ｔｅｒ）でビームの方向を調節する方式が考慮されている。このようなアナログビームフ
ォーミング方式は、全帯域において一つのビーム方向のみを作ることができて周波数選択
的ビームフォーミングをすることができないという短所を有する。
【００６７】
　デジタルＢＦとアナログＢＦの中間形態でＱ個のアンテナ要素より少ない個数であるＢ
個のＴＸＲＵを有するハイブリッドＢＦを考慮することができる。この場合、Ｂ個のＴＸ
ＲＵとＱ個のアンテナ要素の連結方式によって異なるが、同時に送信できるビームの方向
は、Ｂ個以下に制限されるようになる。
【００６８】
　本明細書では、説明の便宜のために、ダウンリンクデータが送信されるチャネルをＰＤ
ＳＣＨと命名し、アップリンクデータが送信されるチャネルをＰＵＳＣＨと命名する。本
明細書では、説明の便宜のために、ダウンリンク環境（ＰＤＳＣＨの送信）を中心に発明
の内容を記述するが、本明細書の内容がアップリンク環境（ＰＵＳＣＨの送信）にも適用
されることができることは自明である。
【００６９】
　図７は、ＵＲＬＬＣデータとｅＭＢＢデータが同じセルの同じ周波数リソースで多重化
されて送信される場合、リソース活用の一例を示す。
【００７０】
　このとき、遅延が重要なデータ（例えば、ＵＲＬＬＣデータ）と相対的に遅延の重要度
が足りないデータ（例えば、ｅＭＢＢデータ）が同じセルの同じ周波数リソースで多重化
（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）されて送信されることができる場合、二つのデータの送信
リソースが衝突する場合が発生できる。このとき、一般的に遅延（ｌａｔｅｎｃｙ）が重
要なデータの送信が優先されるため、図７のように遅延が重要なデータ（ＰＤＳＣＨ２）
が遅延の重要度が足りないデータ（ＰＤＳＣＨ１）リソースをパンクチャリング（ｐｕｎ
ｃｔｕｒｉｎｇ）することで送信されることができる。この場合、一般的に遅延の重要度
が足りないデータ（ＰＤＳＣＨ１）は、遅延がもっと重要なデータ（ＰＤＳＣＨ２）に比
べて長いＴＴＩ長さで送信され、したがって、一般的に遅延の重要度が足りないデータ（
ＰＤＳＣＨ１）の一部ＯＦＤＭシンボル領域が、遅延がもっと重要なデータ（ＰＤＳＣＨ
２）の送信のためにパンクチャリングされるようになる。
【００７１】
　この場合、一部リソース領域がパンクチャリングされたデータは、該当リソースで干渉
を経験して大きい性能低下が発生するようになる。したがって、他のデータの送信のため
にパンクチャリングされたデータの送信を受信性能を向上させるための方案が要求される
。



(15) JP 6894519 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

【００７２】
　以下、Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信に対して説明する。
【００７３】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信技法は、端末が事前にスケジューリングされた端末共
通リソースでアップリンクデータを送信する技法である。端末が事前にスケジューリング
されたリソースでアップリンクデータを送信するため、ＵＬ　ｇｒａｎｔ受信後に信号を
送信するトリガリングされたＳＲ（ＳＲ－ｔｒｉｇｇｅｒｅｄ）ＵＬ送信技法より速くデ
ータを送信することができるという長所がある。しかし、端末共通リソースで信号を送信
するため、互いに異なる端末が同じリソースで信号を送信する衝突（ｃｏｎｔｅｎｔｉｏ
ｎ）現象が発生できるという短所がある。
【００７４】
　また、Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、再割り当てられる必要がある。Ｇｒａ
ｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、端末データが発生する前に必要なリソースを予測して
基地局が端末にリソースを割り当てる特徴を有する。もし、基地局がＧｒａｎｔ－ｆｒｅ
ｅ　ＵＬリソースを必要より多く割り当てる場合、衝突確率は減少するが、リソースが浪
費されるという短所がある。それに対し、Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを必要よ
り少なく割り当てる場合、リソース消耗は減少するが、衝突確率が増加して目標信頼度を
満たすことができなくなる。したがって、端末数、端末トラフィック特性、チャネル状態
などを考慮してＧｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを調整することが必要である。目標
信頼度を満たすためにＧｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを割り当てる時に考慮すべき
要素では下記のようなものがある。
【００７５】
　１）信号衝突確率－Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで信号が衝突する確率は、端
末の数と端末が発生させたトラフィックの量によって決定される。端末の数は、基地局が
把握できるが、各端末が発生させるトラフィックを正確に予測しにくい。端末のトラフィ
ック発生は、トラフィックの統計的特徴を利用することが一般的である。また、統計的予
測の限界を克服するために衝突発生確率が高まる場合は、Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリ
ソースの量を増加させ、衝突発生確率が低まる場合は、Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソ
ースの量を減少させる技法を利用することができる。
【００７６】
　２）データ大きさ増加－データサイズが予想より増加すると、既に割り当てられたＧｒ
ａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで信号送信時に適用できるコード率（ｃｏｄｅ　ｒａｔ
ｅ）とシンボル変調順序（ｓｙｍｂｏｌ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｏｒｄｅｒ）が増加す
る。それによって、Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信の受信成功確率が減少するようにな
るため、これを克服するための技法が必要である。
【００７７】
　３）ダイナミック（Ｄｙｎａｍｉｃ）ＴＤＤ－ＮＲでは、サブフレーム毎にＤＬとＵＬ
を選択することができるダイナミックＴＤＤ技法が導入されることが予想される。Ｇｒａ
ｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信リソースが半静的（ｓｅｍｉ－ｓｔａｔｉｃ）であり、且つ周
期的にスケジューリングされた場合を仮定すると、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソース
が、既に割り当てられたサブフレームがダイナミックＴＤＤではＤＬサブフレームに変更
されてｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースが省略される現象が発生する。周期的なｇｒ
ａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースのうち一部が省略されると、それによって、ＵＬデータ
送信時に追加遅延が発生し、端末待機時間が長くなるため、以後ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　
ＵＬ送信時にデータ衝突確率が増加する。したがって、これを解決するための技法が必要
である。
【００７８】
　４）チャネル変化－端末と基地局との間のアップリンクチャネルが劣化された場合、こ
れを考慮してＧｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの量を増加させることが必要である。
基地局が、アップリンクチャネルを推定するために端末にアップリンク参照信号（例えば
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、ＳＲＳ）を送信するように要求できる。
【００７９】
　現在３ＧＰＰ　ＮＲ（Ｎｅｗ　ＲＡＴ）スタディアイテム（Ｓｔｕｄｙ　Ｉｔｅｍ）で
はｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信に対する議論が行われている。Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ
送信は、半永続的（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ）にスケジューリングされたアップ
リンクリソースで送信を実行することを意味する。Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ送信は、互いに
異なる端末が同じ時間－周波数リソースを共有するコンテンションベースの（ｃｏｎｔｅ
ｎｔｉｏｎ－ｂａｓｅｄ）送信と専用リソースを利用した送信とに分けられる。既存ＬＴ
Ｅでは専用リソースを利用したｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ送信のみをサポートしたが、ＮＲで
はコンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信も導入されることが予想され
る。即ち、多数の端末がコンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅリソースでアップ
リンクデータを送信することができる。
【００８０】
　ＮＲにコンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信が導入されるにつれて
、コンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅリソースの割当を受けた端末が追加でＵ
Ｌ　ｇｒａｎｔを受信した場合の動作を定義する必要性が提起された。また、ＵＬ送信の
繰り返しが実行されるにつれて、端末は、複数のコンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆ
ｒｅｅ　ＵＬリソースの割当を受けることができ、また、このように専用ｇｒａｎｔ－ｆ
ｒｅｅ　ＵＬリソースも割当を受けることができる。したがって、多様な状況を考慮して
ＵＬ　ｇｒａｎｔ受信時の端末動作を開発する必要性がある。
【００８１】
　本明細書で使われるサブフレームは、スロットまたはミニスロットに代替されることが
できる。本明細書の内容は一つの実施例に過ぎず、類似動作を利用する他の実施例にも適
用が可能である。
【００８２】
　１．ｇｒａｎｔベースのＵＬ送信とｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信との間のスイッチ
ング（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方法
【００８３】
　第１の実施例として、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを半永続的（ｓｅｍ
ｉ－ｓｔａｔｉｃ）に割当を受けた状態でＵＬ　ｇｒａｎｔを受信すると、端末は、ＵＬ
　ｇｒａｎｔでスケジューリングされたリソースでＴＢ（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃ
ｋ）を送信し、且つコンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースではＴ
Ｂを一時的に送信しない。端末がＵＬ　ｇｒａｎｔを受信しない場合はｇｒａｎｔ－ｆｒ
ｅｅ　ＵＬリソースでアップリンク送信を実行する。
【００８４】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの衝突発生可否は、基地局が端末にＲＲＣシグナ
リングのような上位階層シグナリングで伝達できる。または、基地局は、ｇｒａｎｔ－ｆ
ｒｅｅ　ＵＬリソースの割当を受けた端末がＵＬ　ｇｒａｎｔを受けた時の動作をＲＲＣ
のような上位階層シグナリングで指示できる。
【００８５】
　第１の実施例の動作をｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースがコンテンションベースの
リソースである場合にのみ適用することもできる。または、第１の実施例の動作を、ＵＬ
　ｇｒａｎｔに含まれている第１の臨時識別子がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを
活性化する時に利用した第２の臨時識別子と同じ場合にのみ適用することもできる。また
は、ＵＬ　ｇｒａｎｔが再送信のためのＵＬ　ｇｒａｎｔである場合にのみ第１の実施例
の動作を実行することができる。基地局は、第１の実施例の動作と臨時識別子による動作
の端末実行可否をＲＲＣシグナリングで指示できる。ここで、第１の実施例の動作は、端
末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを半永続的に割当を受けた状態でＵＬ　ｇｒａ
ｎｔの受信可否によるアップリンク送信動作に対応できる。臨時識別子による動作は、端
末がＵＬ　ｇｒａｎｔを受信し、且つＵＬ　ｇｒａｎｔに含まれている臨時識別子が自分
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の臨時識別子と同じ場合のアップリンク送信動作に対応できる。
【００８６】
　コンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅリソースでは互いに異なる端末が送信し
た信号間の衝突が発生できる。したがって、端末がｇｒａｎｔベースのアップリンクリソ
ースの割当を受けると、該当リソースで信号を送信することによって衝突を避ける技法を
考慮することができる。また、スケジューリングを受けた端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　
ＵＬリソースと異なるリソースでアップリンク信号を送信することによってｇｒａｎｔ－
ｆｒｅｅ　ＵＬリソースでの衝突確率が減少する効果がある。また、端末が割当を受けた
ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースが一時的に利用されることができない（ｕｎａｖａ
ｉｌａｂｌｅ）場合にも基地局がＵＬ　ｇｒａｎｔを介して臨時リソースを割り当てるこ
とができる。一例として、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースをｇｒａｎｔベースのＵ
Ｌ送信のために先占した場合を考慮することができる。
【００８７】
　また、第１の実施例に加えて、端末が受信したＵＬ　ｇｒａｎｔに含まれている端末の
第１の臨時識別子（例えば、Ｃ－ＲＮＴＩ）が、コンテンションベースのｇｒａｎｔ－ｆ
ｒｅｅリソースを活性化する時に利用した端末の第３の臨時識別子と同じ場合、第１の実
施例の動作を実行する。もし、異なる臨時識別子が含まれているＵＬ　ｇｒａｎｔを受信
する場合、端末は、既存のｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅリソースとｇｒａｎｔベースのリソース
の両方ともでアップリンク送信を実行する。
【００８８】
　端末が多数個の臨時識別子の割当を受けた場合、各臨時識別子は、互いに異なるサービ
ス（または、ベアラ）にマッピングされることができる。もし、ＵＬ　ｇｒａｎｔがｇｒ
ａｎｔ－ｆｒｅｅリソースで送信中であるサービスとは異なるサービスのアップリンク送
信のために送信されたものである場合、端末が、前記ＵＬ　ｇｒａｎｔがスケジューリン
グするｇｒａｎｔベースのリソースでｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ送信用ＴＢを送信することは
適しない。
【００８９】
　第１の実施例に加えて、端末は、ＵＬ　ｇｒａｎｔを受信したサブフレーム（または、
スロットまたはミニスロット）以後ｎ番目のサブフレームに割り当てられたｇｒａｎｔ－
ｆｒｅｅ　ＵＬリソースでＴＢを送信せずに、前記ＴＢをＵＬ　ｇｒａｎｔでスケジュー
リングされたリソースで送信する。ここで、ｎは、０より大きい整数である。一例として
、ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄフレーム構造が適用されてＵＬ　ｇｒａｎｔを受信した
サブフレームでアップリンクデータ送信が直接可能な場合にｎ＝０になることができる。
【００９０】
　一般的に、ＵＬ　ｇｒａｎｔを受信した後、ｋ番目後のサブフレームで、端末は、アッ
プリンクデータを送信することができる。したがって、ＵＬ　ｇｒａｎｔ受信後、アップ
リンクデータ送信までの遅延時間を考慮してｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信を実行しな
い区間を定めることができる。
【００９１】
　第２の実施例として、端末が受信したＵＬ　ｇｒａｎｔが再送信のためのものである時
、端末は、再送信または繰り返し送信をｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで実行せず
に、ＵＬ　ｇｒａｎｔでスケジューリングされたリソースで送信する。一例として、端末
は、ＴＢを最初送信する場合にのみｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで信号を送信す
ることができる。他の一例として、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅリソースでＵＬ送信をｎ
回繰り返すことができる時、ｎ回の繰り返し送信が完了する前に再送信のためのＵＬ　ｇ
ｒａｎｔを受信すると、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースでの送信を止め、その後、
繰り返し送信は、ＵＬ　ｇｒａｎｔでスケジューリングされたリソースで送信する。
【００９２】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースでの繰り返し送信は、端末間の信号送信時に衝突
確率を増加させるようになる。したがって、端末が再送信のためのＵＬ　ｇｒａｎｔを基
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地局から受信すると、ＵＬ　ｇｒａｎｔでスケジューリングされたリソースでアップリン
クデータを送信することが好ましい。
【００９３】
　第３の実施例として、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースのリリース（ｒｅｌ
ｅａｓｅ）シグナルやストップ（ｓｔｏｐ）シグナルを受信したサブフレーム（または、
スロットまたはミニスロット）でＵＬ　ｇｒａｎｔを受信した場合、端末は、ＵＬ　ｇｒ
ａｎｔを利用してＴＢを送信する。それに対し、端末がリリースシグナルやストップシグ
ナルを受信しないサブフレーム（またはスロット、またはミニスロット）でＵＬ　ｇｒａ
ｎｔを受信した場合、端末は、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅとｇｒａｎｔベースのリソースの両
方ともまたはｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅとｇｒａｎｔベースのリソースの中から一つを選択し
てアップリンク送信を実行することができる。
【００９４】
　前記動作は、端末が基地局からスケジューリングを受けたリソースの全てで信号が送信
できるようにすることによって、アップリンク信号の信頼度を最大化することを目的とす
る。
【００９５】
　図８は、本明細書の実施例によってｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの割当を受け
た端末がＵＬ　ｇｒａｎｔを受信する一例を示す。
【００９６】
　図８のように、ＵＲＬＬＣ　ＤＬ送信のためにｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースが
存在しないサブフレームで、端末がＳＲを送信することによってｇｒａｎｔ－ｂａｓｅｄ
　ＵＬ送信を試みることができる。もし、ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄフレーム構造が
適用された場合、ＵＬ　ｇｒａｎｔを受信したサブフレームで、端末はアップリンク送信
を試みることができるため、端末が事前に割当を受けたｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソ
ースとｇｒａｎｔベースのリソースの中から端末が送信するリソースを選択することがで
きる。端末が割当を受けたｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースがコンテンションベース
のリソースである場合、端末は、ｇｒａｎｔベースのリソースでは信号の送信を試みるこ
とが妥当である。
【００９７】
　また、第３の実施例において、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースとｇｒａｎ
ｔベースのＵＬリソースで同じＴＢを送った場合は、同じＴＢが送信されたことを知らせ
るための技法が必要である。
【００９８】
　端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースとｇｒａｎｔベースのＵＬリソースで送信
したＴＢが同じＴＢである場合、これを知らせるためのシグナリングが必要である。一例
として、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで端末がＤＭＲＳ１の割当を受けた場合、
端末は、ｇｒａｎｔベースのＵＬリソースでもＤＭＲＳ１を利用して同じ信号を送信する
。一例として、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで端末が任意にＤＭＲＳ１を選択し
た場合、ｇｒａｎｔベースのＵＬリソースでもＤＭＲＳ１を利用して同じ信号を送信する
。一例として、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信時に端末識別子を送信するために
別途のシグナル（例えば、プリアンブルまたはスケジューリング要求（Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ））を送信する場合を仮定する。前記別途シグナルとｇｒａｎｔベ
ースのＵＬ送信時に使用するＤＭＲＳ間のマッピング関係を基地局が事前にＲＲＣシグナ
リングで指定し、またはシステム的に約束できる。前記実施例と逆に、端末がｇｒａｎｔ
－ｆｒｅｅ　ＵＬとｇｒａｎｔベースのＵＬで送信するＴＢが異なる場合は、端末は、互
いに異なるＤＭＲＳを利用して信号を送信し、または事前に約束されないＤＭＲＳを利用
しｇｒａｎｔベースのＵＬリソースで信号を送信する。
【００９９】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを多数の端末が共有する場合、各端末に互いに異
なるＤＭＲＳを割り当てて各端末のＤＭＲＳの衝突を防止することができる。このとき、
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チャネル推定の歪曲は発生しないため、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信信号とｇｒａｎ
ｔベースのＵＬ送信信号を結合して復号することが好ましい。一般的に、ｇｒａｎｔベー
スのＵＬリソースは、端末専用（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）リソースであるため、各端末がｇ
ｒａｎｔベースのＵＬリソース内のＤＭＲＳをｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで自
分が割当を受けたＤＭＲＳと同じ値を利用して信号を送信することによって同じＴＢが送
信されたことを知らせることができる。このとき、基地局がＵＬ　ｇｒａｎｔを利用して
端末に割り当てたＤＭＲＳは、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで送信されるＴＢと
ｇｒａｎｔベースのＵＬリソースで送信されるＴＢが異なる場合にのみ、利用されるよう
に設定できる。
【０１００】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを多数の端末が共有しながら、各端末がＤＭＲＳ
を任意に選択する場合が存在できる。このとき、端末は、自分の信号送信可否を基地局に
知らせるために、スケジューリング要求またはプリアンブルのような追加的な信号を送信
することができる。端末が任意にＤＭＲＳを選択するため、互いに異なる端末が同じＤＭ
ＲＳを利用して信号を送信することができる。この場合、チャネル推定が歪曲されてｇｒ
ａｎｔベースのＵＬ信号とｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ信号を結合しないことが好ましい
。結合可否は、基地局が決定できる。一例として、基地局が互いに異なる端末からＵＬ送
信を意味するシグナリングを受信したが、ＤＭＲＳが一つのみが検出された場合に衝突が
あると見なし、ｇｒａｎｔ－ベースの信号とｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ信号を結合しない。
【０１０１】
　また、第３の実施例において、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースとｇｒａｎｔベー
スのＵＬリソースの間隔がｎサブフレーム（またはスロット、またはミニスロット）内で
のみ重複送信を実行することができる。
【０１０２】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、一般的に周期的に割り当てられる。先行のｇ
ｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースと後行のｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの両方
ともで信号が送信される場合も考える必要がある。したがって、ＧｒａｎｔベースのＵＬ
リソースで、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで送信されたＴＢが繰り返し送信され
た場合、基地局がどのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで送信されたＴＢであるかを
把握することが必要である。
【０１０３】
　第３の実施例の動作は、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースがコンテンションベース
のリソースである場合にのみ適用することもできる。または、第３の実施例の動作は、Ｕ
Ｌ　ｇｒａｎｔに含まれている臨時識別子がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを活性
化する時に利用した臨時識別子と同じ場合にのみ適用することもできる。
【０１０４】
　２．繰り返し送信された信号の開始時点を指示する方法
【０１０５】
　端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで繰り返し送信を実行する場合、基地局は
、繰り返し送信された信号を結合するために、繰り返し送信された信号の開始時点を把握
することが必要である。したがって、本実施例では繰り返し信号の開始時点を知らせる技
法を提案する。
【０１０６】
　本実施例ではアップリンクＴＢがｎ回送信される場合を仮定する。ここで、ｎは、１よ
り大きい整数である。また、繰り返し送信するたびにＲＶ（Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｖｅ
ｒｓｉｏｎ）などは、変化する場合もあり、変化しない場合もある。
【０１０７】
　第４の実施例として、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで新規ＴＢを送信す
る場合、ＤＭＲＳリソースを変えて信号を送信する。基地局は、ＤＭＲＳの変化を介して
新規ＴＢの送信可否を把握する。一例として、端末は、新規ＴＢ送信を知らせるためにｇ
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ｒａｎｔ－ｆｒｅｅリソース１内でＤＭＲＳのシーケンスを変化することができる。他の
一例として、端末は、新規ＴＢの送信を知らせるために、同じＤＭＲＳシーケンスを互い
に異なるｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅリソースで送信できる。新規ＴＢ送信時にＤＭＲＳが変化
される規則は、基地局が端末にＲＲＣシグナリングと同じ上位階層シグナリングで知らせ
ることができる。
【０１０８】
　前記第４の実施例において、一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、周期的に
割り当てられ、周波数ホッピングされることができる。基地局は、同じ端末が同じＤＭＲ
Ｓを利用して送信した信号に対しては復号時に結合を実行し、同じ端末が異なるＤＭＲＳ
を利用して送信した信号に対しては復号時に結合を実行しない。
【０１０９】
　第４の実施例において、端末が一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの割当を受
けた場合を仮定する。一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、周期的に割り当て
られ、周波数ホッピングされることができる。
【０１１０】
　端末１がＴＢ１をＤＭＲＳ１を利用して繰り返し送信を実行中にＴＢ２を送信する場合
、端末は、ＤＭＲＳ２を利用して送信する。このとき、端末は、ＴＢ１の送信を止めるこ
ともでき、止めずにＴＢ１とＴＢ２を互いに異なるＤＭＲＳを利用して同時に送信するこ
ともできる。前記のような動作を端末に指示するために、基地局は、上位階層シグナリン
グを介して一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソース内で新規ＴＢ送信時に利用するＤ
ＭＲＳを追加で指示できる。
【０１１１】
　第４の実施例において、端末が多数個のｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの割当を
受けた場合を仮定する。一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、周期的に割り当
てられ、周波数ホッピングされることができる。また、互いに異なるｇｒａｎｔ－ｆｒｅ
ｅ　ＵＬリソースは、周期の開始時点が互いに異なることがある。
【０１１２】
　端末がリソース１でＴＢ１の送信を繰り返して実行中である時、ＴＢ２を送信すべき場
合、リソース２でＴＢ２の送信を始める。このとき、端末は、基地局が事前に指定したリ
ソース１のＤＭＲＳとリソース２のＤＭＲＳを利用して信号を送信する。前記のような動
作を端末に指示するために、基地局は、上位階層シグナリングを介して各ｇｒａｎｔ－ｆ
ｒｅｅ　ＵＬリソースで端末が利用するＤＭＲＳを指示することができる。
【０１１３】
　第５の実施例として、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースで新規ＴＢを送信す
る場合にのみ、スケジューリング要求またはプリアンブルのような追加的な信号を送信す
る。端末がＴＢに対する繰り返し送信または再送信を実行する場合は、追加的な信号を送
信しない。基地局は、追加的な信号を受信すると、新規ＴＢの送信が始まったことを把握
する。
【０１１４】
　前記第５の実施例は、端末がｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースのＤＭＲＳを任意に
選択する場合と事前に指定された場合を両方とも含む。
【０１１５】
　前記第５の実施例において、端末が一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの割当
を受けた場合を仮定する。一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、周期的に割り
当てられ、周波数ホッピングされることができる。端末がＴＢ１に対する繰り返し送信を
実行中にＴＢ２が到着すると、端末は、ＴＢ１の繰り返し送信を中断し、ＴＢ２を新規に
送信する。また、端末は、追加的な信号を送信して新規ＴＢの送信が始まったことを基地
局に知らせる。
【０１１６】
　基地局は、繰り返し送信中であるＴＢを復号する可能性がある。基地局がＴＢの復号に
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失敗すると、再送信のためのＵＬ　ｇｒａｎｔを送信することができる。それによって、
端末は、既存に送信中である信号を中断して新規ＴＢを送信することが好ましい。もし、
基地局が端末のＴＢ１の復号に失敗した状況で新規ＴＢの送信を把握した場合、基地局は
、再送信のためのＵＬ　ｇｒａｎｔを端末に伝達できる。
【０１１７】
　また、前記のような動作を実行するためには、追加的な信号の割当周期がｇｒａｎｔ－
ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの割当周期と同じでなければならない。
【０１１８】
　前記第５の実施例において、端末が多数個のｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースの割
当を受けた場合を仮定する。一つのｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、周期的に割
り当てられ、周波数ホッピングされることができる。互いに異なるｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ
　ＵＬリソースは、周期の開始時点が互いに異なることがある。端末がＴＢ１に対する送
信をリソース１で繰り返し実行中にＴＢ２がバッファされると、端末は、ＴＢ１の繰り返
し送信をそのまま実行しながら、リソース２でＴＢ２の送信を始める。また、ＴＢ２の送
信を始める時、追加的な信号を送信し、新規ＴＢの送信が始まったことを基地局に知らせ
る。
【０１１９】
　もし、リソース１とリソース２が同じサブフレームに割り当てられている場合、端末が
ＴＢ１とＴＢ２の送信時に各々使用することができる最大電力が制限される。したがって
、リソース１とリソース２を互いに異なるサブフレームに割り当てることが好ましい。
【０１２０】
　また、前記のような動作を実行するためには追加的な信号が各ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　
ＵＬリソース別に行われなければならない。一例として、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリ
ソース１が単位時間にＮ１回割り当てられ、ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソース２が単
位時間にＮ２回割り当てられる場合、追加的な信号は、単位時間にＮ１＋Ｎ２回割り当て
られなければならない。もし、アップリンク送信時にＫ回繰り返しされ、繰り返し送信時
に新規ＴＢを送信することができない場合、追加的な信号は、単位時間に（Ｎ１＋Ｎ２）
／Ｋ回割り当てられなければならない。
【０１２１】
　図９は、本明細書の実施例に係るｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースを介してアップ
リンクトランスポートブロックを送信する手順を示す。
【０１２２】
　本実施例は、端末が事前にスケジューリングされたｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬリソー
スを介してアップリンクトランスポートブロックを繰り返し送信する場合を仮定する。こ
のとき、基地局が繰り返し送信されたトランスポートブロックを結合して復号するために
はトランスポートブロックの最初送信時点を知らなければならない。本実施例は、端末が
基地局にトランスポートブロックの最初送信時点を知らせる多様な実施例を含む。
【０１２３】
　Ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ　ＵＬ送信は、アップリンクグラント無しでアップリンクデータ
を送信する方式に対応できる。したがって、アップリンクグラントベースのアップリンク
送信方式よりは速くデータを送信することができるという長所がある。また、Ｇｒａｎｔ
－ｆｒｅｅ　ＵＬリソースは、端末共通リソースであって、互いに異なる端末が同じリソ
ースで同時に信号を送信して衝突現象が発生できる。しかし、本実施例では一つの端末が
信号を送信する場合を仮定する。
【０１２４】
　まず、ステップＳ９１０において、端末は、基地局から半静的（ｓｅｍｉ－ｓｔａｔｉ
ｃ）にスケジューリングされる第１のグラントフリー（ｇｒａｎｔ－ｆｒｅｅ）アップリ
ンクリソースに対する割当情報を受信する。このとき、端末は、一つのグラントフリーア
ップリンクリソースの割当を受けた場合を仮定することができる。
【０１２５】
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　ステップＳ９２０において、端末は、第１の参照信号を使用して前記第１のグラントフ
リーアップリンクリソースを介して第１のトランスポートブロックを繰り返し送信する。
【０１２６】
　ステップＳ９３０において、端末は、前記第１のトランスポートブロックの送信が完了
する前に第２の参照信号を使用して第２のトランスポートブロックを送信する。端末は、
前記第１のトランスポートブロックの送信が完了する前に第２のトランスポートブロック
を送信することができるため、第１のトランスポートブロックを繰り返し送信して第１の
トランスポートブロックに対する応答信号（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号）を受信するために待
機する時間にも、第２のトランスポートブロックを送信することができる。このとき、第
１の参照信号及び第２の参照信号は、ＤＭＲＳ（ＤｅＭｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）に対応できる。
【０１２７】
　前記第２のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリーアップリンクリソー
スを介して送信されることができる。前記第２の参照信号のシーケンスは、前記第１の参
照信号のシーケンスと異なることがある。したがって、前記第２のトランスポートブロッ
クは、前記第１の参照信号から前記第２の参照信号への変更を介して前記第１のトランス
ポートブロックと区別される。即ち、端末は、第１のトランスポートブロックと異なる第
２のトランスポートブロックが送信されることを基地局に知らせるために、第１のグラン
トフリーアップリンクリソース内で第１の参照信号（第１の参照信号のシーケンス）を第
２の参照信号（第２の参照信号のシーケンス）に変更できる。
【０１２８】
　また、前記第２のトランスポートブロックが送信される時、前記第１のトランスポート
ブロックは、それ以上送信されない、または前記第２のトランスポートブロックと同時に
送信されることができる。第１のトランスポートブロックと第２のトランスポートブロッ
クは、互いに異なる参照信号を使用するため、同じリソースを介して同時に送信されるこ
とができる。
【０１２９】
　また、端末は、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参
照信号に対する割当情報を受信することができる。前記第１の参照信号に対する割当情報
及び前記第２の参照信号に対する割当情報は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリングを介して受信されることができる。前記割当情報は、新し
いトランスポートブロックが送信される時、参照信号がどのように変化されるかに対する
規則を含むことができる。
【０１３０】
　また、端末は、基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフリーアッ
プリンクリソースに対する割当情報を受信することができる。このとき、端末は、複数の
グラントフリーアップリンクリソースの割当を受けた場合を仮定することができる。
【０１３１】
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソースに対する割当情報及び前記第２のグラ
ントフリーアップリンクリソースに対する割当情報は、ＲＲＣシグナリングを介して受信
されることができる。
【０１３２】
　前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前記第２のグラントフリーアップ
リンクリソースの各々は、周期的に割り当てられ、周波数ホッピング（ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）されることができる。前記第１のグラントフリーアップリンクリソ
ースの周期の開始時点及び前記第２のグラントフリーアップリンクリソースの周期の開始
時点は、互いに異なることがある。このとき、前記第２のトランスポートブロックは、前
記第２の参照信号を使用して前記第２のグラントフリーアップリンクリソースを介して送
信されることができる。
【０１３３】
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　他の実施例として、前記第２のトランスポートブロックが送信される時、端末は、スケ
ジューリング要求（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）またはプリアンブルを追加
で送信できる。このとき、前記第２のトランスポートブロックは、前記前記スケジューリ
ング要求または前記プリアンブルを介して前記第１のトランスポートブロックと区別され
ることができる。
【０１３４】
　端末は、前記基地局から前記第１の参照信号に対する割当情報及び前記第２の参照信号
に対する割当情報を受信することができる。この場合、端末は、前記第１の参照信号及び
前記第２の参照信号を任意に選択することができる。
【０１３５】
　前記第１のトランスポートブロックの復号が失敗する場合、端末は、前記基地局からア
ップリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）を受信することができる。端末は、前
記アップリンクグラントに基づいて前記第１のトランスポートブロックを再送信すること
ができる。前記第２のトランスポートブロックが送信され、または前記アップリンクグラ
ントが受信される場合、前記第１のトランスポートブロックは、前記第１のグラントフリ
ーアップリンクリソースを介してそれ以上送信されない。即ち、第１のトランスポートブ
ロックは、前記第１のグラントフリーアップリンクリソースを介して初期送信または繰り
返し送信されることができた。しかし、端末が再送信のためのアップリンクグラントを受
信すると、端末は、アップリンクグラントでスケジューリングされたリソースを介して第
１のトランスポートブロックを再送信し、または繰り返し送信できる。
【０１３６】
　また、端末は、前記基地局から半静的にスケジューリングされる第２のグラントフリー
アップリンクリソースに対する割当情報を受信することができる。前記第２のトランスポ
ートブロックは、前記第２の参照信号を使用して前記第２のグラントフリーアップリンク
リソースを介して送信されることができる。前記第１のグラントフリーアップリンクリソ
ース及び前記第２のグラントフリーアップリンクリソースは、互いに異なるサブフレーム
に割り当てられることができる。前記第１のグラントフリーアップリンクリソース及び前
記第２のグラントフリーアップリンクリソースが互いに同じサブフレームに割り当てられ
ると、端末が第１のトランスポートブロックと第２のトランスポートブロックを送信する
時に使用することができる最大電力が制限されるためである。
【０１３７】
　ステップＳ９４０とステップＳ９５０は、端末が基地局に第１のトランスポートブロッ
ク及び第２のトランスポートブロックの最初送信時点を知らせた以後に基地局での動作を
説明する。
【０１３８】
　具体的に、前記第１のトランスポートブロックの最初送信時点は、前記基地局により前
記第１の参照信号を使用して確認されることができる。前記第２のトランスポートブロッ
クの最初送信時点は、前記基地局により前記第２の参照信号を使用して確認されることが
できる。基地局は、第１の参照信号から第２の参照信号に、参照信号が変化されたことを
介して新しいトランスポートブロックが受信されたことを把握することができる。
【０１３９】
　それによって、ステップＳ９４０において、前記繰り返し送信された第１のトランスポ
ートブロックは、前記基地局により結合して復号されることができる。基地局は、復号を
実行するために繰り返し送信された第１のトランスポートブロックを全て結合しなければ
ならない。ステップＳ９５０において、前記第２のトランスポートブロックは、前記基地
局により前記第１のトランスポートブロックと結合せずに復号されることができる。基地
局が第２の参照信号を介して第１のトランスポートブロックと第２のトランスポートブロ
ックを区別することができるため、第２のトランスポートブロックは、第１のトランスポ
ートブロックと別途に復号されることができる。
【０１４０】
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　図１０は、本明細書の実施例が具現される機器を示すブロック図である。
【０１４１】
　無線装置１０００は、プロセッサ１０１０、メモリ１０２０、ＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ）部１０３０を含むことができる。
【０１４２】
　プロセッサ１０１０は、前述した機能、手順、方法を具現するように設定されることが
できる。無線インターフェースプロトコル（ｒａｄｉｏ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）の階層（ｌａｙｅｒ）は、プロセッサに具現されることができる。プロセッサ
１０１０は、前述した動作を駆動するための手順を実行することができる。メモリ１０２
０は、動作的にプロセッサ１０１０に連結され、ＲＦユニット１０５０は、プロセッサ１
０１０に動作的に連結される。
【０１４３】
　プロセッサ１０１０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎ
ｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路及び／またはデータ
処理装置を含むことができる。メモリ１０２０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、
メモリカード、格納媒体及び／または他の格納装置を含むことができる。ＲＦ部１０３０
は、無線信号を処理するためのベースバンド回路を含むことができる。実施例がソフトウ
ェアで具現される時、前述した技法は、前述した機能を遂行するモジュール（過程、機能
など）で具現されることができる。モジュールは、メモリ１０２０に格納され、プロセッ
サ１０１０により実行されることができる。メモリ１０２０は、プロセッサ１０１０の内
部または外部にあり、広く知られた多様な手段でプロセッサ１０１０と連結されることが
できる。
【０１４４】
　前述した一例に基づいて本明細書による多様な技法が図面と図面符号を介して説明され
た。説明の便宜のために、各技法は、特定順序によって多数のステップやブロックを説明
したが、このようなステップやブロックの具体的順序は、請求項に記載された発明を制限
するものではなく、各ステップやブロックは、異なる順序で具現され、または他のステッ
プやブロックと同時に実行されることが可能である。また、通常の技術者であれば、各ス
テップやブロックが限定的に記述されたものではなく、発明の保護範囲に影響を与えない
範囲内で少なくとも一つの他のステップが追加または削除可能であるということがわかる
。
【０１４５】
　前述した実施例は、多様な一例を含む。通常の技術者であれば、発明の全ての可能な一
例の組み合わせが説明されることができないことがわかり、また、本明細書の記述から多
様な組み合わせが派生することができることがわかる。したがって、発明の保護範囲は、
請求項に記載された範囲を外れない範囲内で、詳細な説明に記載された多様な一例を組み
合わせて判断しなければならない。
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